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研究成果の概要（和文）：本研究では、「公共空間」や「公共性」をキータームとして、神道史
と都市史・都市計画史、地域社会史の分野などを接続することで、具体的な史料に基づく新た
な「国家神道」研究を試みた。神社境内やその隣接空間を「公共空間」として捉え、新旧〈帝
都〉である東京と京都との比較の観点を導入することによって、寺院とは異なる神社独自の「公
共性」の歴史や、神社の造営と環境整備に係わる人的系譜やその相関関係について解明した。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, the new "State Shinto" study based on concrete 
historical records was tried by connecting the field of the history of Shinto, the history 
of a city and a city planning institute history, and the history of a community, etc. 
by making "public space" and "public" into a key term. We solved about the history of 
"public" original with a Shinto shrine different from a temple, the human genealogy 
concerning the architecture and environmental maintenance of a Shinto shrine, or its 
correlation by regarding the precincts of a Shinto shrine and its adjoining space as 
"public space", and introducing the viewpoint of comparison with Tokyo and Kyoto which 
are old and new imperial capital. 
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１．研究開始当初の背景 
近年の研究動向では、「国家神道」概念の

枠組再考や言説分析の観点からの理論的考
察が注目される一方、かかる考察の基盤や前
提となるべき近代の神社そのものの実態や
その変遷について具体的な史料をもとに検
討している研究は、近代神道史の分野以外、
殆ど見当らない現状にある（藤田大誠『近代
国学の研究』弘文堂、平成 19 年）。しかしな
がら現在、かくの如き研究と「国家神道」を

めぐる理論的考察との接点は依然見出せず、
停滞状態に陥っているといえよう。他方、具
体的な史料の検討に即しつつ、神社を「都市」
や「地域社会」という「空間」の中において
捉えることで、「国家神道」研究に一石を投
じる研究も登場している（青井哲人『植民地
神社と帝国日本』吉川弘文館、平成 17 年、
畔上直樹『「村の鎮守」と戦前日本―「国家
神道」の地域社会史―』有志舎、平成 21年）。 
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２．研究の目的 
本研究は、「東京奠都」以降の〈帝都〉東

京における神社を対象として、神道史・日本
宗教史と都市史・都市計画史、地域社会史の
分野を架橋することにより、神社の「公共性」
の歴史的展開について、具体的な史料をもと
に基礎的研究を行うことを目的とする。具体
的には、それ自体が「公共空間」とされてき
た神社境内（社殿等建築物、「鎮守の森」、神
苑）の整備過程、さらには社寺領上地などの
結果、神社に隣接する近代の新たな「公共空
間」として創出された公園・庭園・緑地、或
いは神社祭礼の執行による臨時的「公共空
間」をも対象として、江戸期からの推移、寺
院との比較、それまでの〈帝都〉であった京
都との比較の観点を導入して検討を行った。 
 
３．研究の方法 
(1)関係史料の調査・収集とその検討 

まず、国や東京・京都の公文書、近世・近
代の神社関係史料など、原資料の調査・収集
とその検討を基盤とした。また、本研究参加
者が個別の神社をそれぞれ担当し、「公共空
間」としての神社とその隣接空間に関する具
体的な事例研究を積み重ねた（但し、史料の
残存状況や調査の進捗状況によって担当神
社を変更し、研究対象の重点配分を移動する
ことも行った）。そして研究を進めるに当っ
ては、神社や都市計画行政をめぐる関係人物
の考察とその相関を常に意識しつつ行った。 
(2)研究会開催と研究発信 

ウェブサイトを立ち上げて研究発信に努
め、定期的に開催する「神社と「公共空間」
研究会」で相互的に検討・議論して問題意識
を共有し、公開シンポジウム開催や研究成果
報告書作成によって研究のまとめを行った。 
 
４．研究成果 
まず、研究の基盤となる作業として、国や

東京・京都の公文書、近世・近代の神社関係
史料など、活字文献並びに原資料の調査・収
集とその検討を行った。かかる作業の結果、
河村忠伸「神社・公園に関する主要法令一覧
（稿）」、北浦康孝「東京都公文書館所蔵神社
関係公文書一覧（稿）」、福島幸宏「京都府行
政文書神社関係資料一覧（稿）」、柏木亨介
「「阿蘇郡調洩社堂最寄社堂合併調 熊本
県」一覧（稿）」を研究成果報告書に収録し
た。これらは、神社と「公共空間」研究会で
の報告・議論を踏まえ、いずれも有益な解題
や分析が施されており、基礎的資料として学
界に広く寄与する貴重な成果といえる。 

また、「国家神道」や神社と「公共空間」
に関する先行研究の把握については、本研究
参加者が公表した論文で各々の文脈に即し、
詳しく整理・検討が行われた。但し、非常に
大部に亙るため、当初予定していた「研究文

献リスト」という形式にはせず、それに替え
て、藤田大誠や遠藤潤、佐藤一伯、齊藤智朗、
河村忠伸が多岐に亙る先行業績の整理を行
った上で、明治神宮や皇居造営、近代天皇像、
神苑、公園、神社境内、神仏関係、神社神職、
「国家神道」に関する研究史整理に取り組み、
その成果の一部を論文で発表した。 
また、当初の予定通り、本研究参加者は個

別の神社をそれぞれ担当し、「公共空間」と
しての神社とその隣接空間に関する具体的
な事例研究を積み重ねた。 
とりわけ、東京奠都以降の〈帝都東京〉に

おける「公共空間」としての神社境内（社殿
等建築物、「鎮守の森」、神苑）の整備過程を
窺うため、当初から具体的な研究対象として
挙げていた〈帝都東京〉における複数の神社
の中でも、その国民的造営事業自体を大きな
画期と目して本研究における中心課題と位
置付けたのが明治神宮であった。明治神宮に
ついては、その明治天皇大喪儀や日本大博覧
会構想をはじめとする前史、創建構想・運動
から、具体的な「内苑」「外苑」の造営過程、
そしてその後の展開に至るまでを対象とし
た。とりわけ、祭祀空間としての「内苑」に
おける「神社風致」（環境）を形成した主要
素である神社建築（特に社殿）設計や「鎮守
の森」造成、さらには神社に附属する「公共
空間」（公園的施設・空間）として新たに創
出された「外苑」などの建築・造園を担った
技術者集団、さらにはそれらを統括する内務
官僚、政治家、実業家らに焦点を当てた。藤
田大誠、青井哲人、畔上直樹、菅浩二、藤本
頼生、佐藤一伯、今泉宜子ら本研究参加者の
大部分が取り組み、また、折に触れて外部研
究者の知見も頂戴して詳細かつ総合的な検
討が加えられ、口頭発表、学術論文、図書な
どの具体的な成果物として結実し、非常に充
実した成果が得られた。 
また、当初リストアップしていた東京の著

名神社の境内変遷については、日枝神社は河
村忠伸、神田神社は岸川雅範、東京大神宮は
藤本頼生によってそれぞれ具体的な考察が
行われ、口頭発表や論文に結実させている。 
東京招魂社―靖國神社の境内・社域の変遷

に関しては、同社を〈帝都東京〉における新
たな「名所」であり、慰霊の「公共空間」と
位置付けた藤田大誠が、その近代の展開を詳
細に検討し、口頭発表や論文で研究成果を公
表した。特に、宮城や明治神宮の空間形成を
踏まえつつ、靖國神社の「馬場」（後の「外
苑」）の空間に焦点を当てて、〈帝都東京〉に
おける新たな「公共空間」としての「外苑」
創出の多様な性格について論じ、宮城外苑・
明治神宮外苑・靖國神社外苑（神苑）の密接
な相互関係（往還的な眼差し、影響関係）を
描き出した。なお、別格官幣社の嚆矢であり、
靖國神社の先駆としても注目すべき楠木正



 

 

成を祀る兵庫県・湊川神社の境内変遷につい
ては、吉原大志が詳しく検討を加えた。 
ただ今回、多摩地域を代表する大社（武蔵

国総社）である大国魂神社は、その資料収集
は着々と進めていたものの、明治初年の准勅
祭社のことなどが藤田大誠によって多少言
及されたほかは、その境内変遷に関する具体
的な研究成果にまで漕ぎ着けられなかった。
但し、多摩地域に関しては、畔上直樹によっ
て、小野神社など「村の鎮守」の境内変遷に
対する具体的検討がなされている。また、畔
上は、神社風致論の観点から、明治神宮造営
を契機とする本多静六・本郷高徳・上原敬二
らによる林学系造園学の展開を論じ、彼らが
「鎮守の森」における「人工的」な針葉樹林
から「自然的」な常緑広葉樹林への転換を主
導し、今日の「森厳」なイメージを理論付け
た「生態学的神社風致論」が、例えば碑文谷
に見られる如く、東京や全国の地域社会にお
ける「村の鎮守」の境内や「鎮守の森」へと
伝播し、神社風致の構造転換へと繋がるとい
う論点を提出した。 
かかる畔上の議論と相互応答しつつ、社

殿・境内・都市を連続的な環境構成として捉
え、主に神社建築設計の系譜を論じた青井哲
人は、明治神宮造営の経験は「伊東忠太体制」
から「角南隆体制」への大きな転換点である
という視座のもと、プロフェッサー（東京帝
国大学教授）からテクノクラート（技術官僚）
への移行、明治神宮創建以降における様式論
の後退と複合社殿（「一群一塊」のデザイン）
の主題化という点を指摘するとともに、「鎮
守の森」や境内全体のプランニングとの整合
性を企図した社殿設計方法の深化・展開につ
いて、伊東忠太と角南隆の間に位置する大江
新太郎の役割や、彼を結節点として角南が組
織化し帝国日本に広がった神社造営技術者
のネットワーク形成の重要性を、主に『江流
会名簿』『江流会誌』という新資料の整理・
分析から提起した。 
以上の如き、神社境内と「公共空間」、都

市計画行政などをめぐる関連人物の履歴や
相関関係は、各自の論考で具に検討（一部は
図示化）されたが、当初想定していた本研究
全体に係わる相関図の作成は、強引に統合し
て不十分なものを作ることは避け、さらに相
互検討を深めるべく、今後の課題とした。 
近代の神社経営や国学の担い手である神

職・国学者、そして内務官僚や政治家、実業
家などの神社観やその具体的な活動、相互交
流に関しては、主に藤田大誠、畔上直樹、藤
本頼生、昆野伸幸が論じた。また、江戸―東
京という近世から近代への変遷については、
主に〈渋谷〉を対象として藤田大誠と遠藤潤
が神仏関係（社寺の比較）や景観の観点を踏
まえて検討し、「社寺参詣」から「観光」へ
の展開過程は、神風講社と浪花講・三都講・

一新講社の関係に注目した森悟朗が考察を
加えた。さらに、「東京奠都」以降の新旧〈帝
都〉である東京と京都の比較については、新
旧皇居に附属する「公共空間」（宮城外苑と
京都御苑）や平安神宮などに焦点を当てて主
に藤田大誠や吉岡拓が検討したが、その背景
となる神社の在り方（環境、由緒）の相違や
中央以外における造園関係者の実態なども
含め、研究会やシンポジウムなどで外部研究
者から多くの示唆を得ることができた。 
そして、本研究においてキータームとして

きた「公共空間」や「公共性」という概念に
ついては、出発点で行った共通理解のための
仮設的捉え方を前提とするに留まった嫌い
があるが、藤田大誠を中心に組んだ日本宗教
学会のパネル発表では〈神社〉の「公共性」
と「宗教性」を検討し、また、菅浩二は〈神
社〉の「国家」性と「公共」性について、明
治神宮を題材にしつつ、ナショナリズムの問
題とも絡ませて根本的な問い直しを図った。 
以上の如く、本研究は、研究課題名に相応

しい基盤的な研究成果の数々を生み出し、概
ね所期の研究目的を果たしたといえる。また、
本研究期間内において解明すべき点につい
ても、未だ検討すべき部分は多いとはいえ、
人的系譜・相関関係を中心にそれぞれかなり
の程度踏み込んだ見解を打ち出すことがで
き、また、それらの見解を踏まえることによ
って、神社造営や環境整備に係わる斬新な枠
組や見通しを提示することができた。ただ、
それでもなお、従来近代以降の神社神道を語
る場合に必ず持ち出されてきた「国家神道」
なる曖昧かつ融通無碍な概念を克服できた
とまではいえない。それ故今後は、本研究成
果の礎に立って、あくまでも史料に即しつつ、
より詳細かつ具体的な事例の考察に努め、一
方では「公共空間」や「公共性」などの抽象
的概念を再検討し、「国家」「国民」と神社神
道との係わりについての歴史理解に資する
「地に足の着いた」理論の構築にまで昇華す
べく、学際的な共同研究を深め、推進してゆ
かなければならないと考える。 
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